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1931（昭和 6）年から 1937（昭和 12）年までの記事の見出しを、本稿に関わりの深いカテゴリー別
号数 日付 「動員」の文言 青年団による民俗の再編 選挙粛正運動関係 田沢義鋪の主な動向
16 1931年  5月 15日 青年相談　選挙粛正
同盟会に入りたい





22 1931年  8月 15日 九月一日　全国一斉
に「酒なし日」に
25 1931年 10月  1日 青年団で結婚式を管
理　滋賀県甲賀郡宮
村青年団























36 1932年  3月 15日 全国男女青年団の思
想的総動員　文部省
で各地の実情調べ
43 1932年  7月  1日 政治教育に徹底せよ
（寄稿）




60 1933年  3月 15日 田沢理事三度目の御
進講





号数 日付 「動員」の文言 青年団による民俗の再編 選挙粛正運動関係 田沢義鋪の主な動向
71 1933年  9月  1日 盆踊りは上品にやら
うではないか
72 1933年  9月 15日 派手な結婚の罰には
重税　古賀村の更生
運動





















81 1934年  2月  1日 花嫁の式服は村で　
むだはぶき運動　栃
木県赤津村青年団
82 1934年  2月 15日 悲惨なる我村を見て　
断然禁酒を誓ふ　長
田村男女青年団
93 1934年  8月  1日 後藤理事長の御退任
を惜む（寄稿）
95 1934年  9月  1日 田沢常任理事　理事
長事務取扱就任






97 1934年 10月  1日 青年団が村の悪弊打
破





102 1934年 12月 15日 元服精神の復活　名
古屋市聯合青年団主
催の青年団成年式



















107 1935年  3月  1日 全国民の心に生きる
建国祭の盛な行事―
東京の建国風景―
114 1935年  6月 15日 我が国最初の民俗学講習会














号数 日付 「動員」の文言 青年団による民俗の再編 選挙粛正運動関係 田沢義鋪の主な動向











120 1935年  9月 15日 非常時に長髪はまか
りならぬ　天草青年
の涼しい話題
127 1936年  1月  1日 通牒　選挙粛正運動









150 1936年 12月 15日 聖恩旗のもと「輝く
成年式」　名古屋市聯
合青年団
153 1937年  2月  1日 厳かに成年式を行ふ
熊本の青年団









































































































171 1937年 11月  1日 太平洋上の孤島　小
笠原島も動員




















































































閣僚であった 1932年 2月から 1936年 2月までの約 4年間、『日本青年新聞』の見出しの内容に
は、各地の青年団が国策を地域社会へと積極的に浸透させる「教化」機関的な役割を果たしつつあ
ったと推認されるものが増えてくる。それは後藤が、公職選挙を監督する内務大臣（岡田内閣）に




















































































和 11）年 5月 1日である。その直前に「二・二六事件」が発生し、これに伴い岡田啓介内閣が退
陣したが、一説に、田沢は岡田内閣の内務大臣だった後藤の後任に擬せられたものの、これを固辞
したという。下村湖人によると、その理由は、田沢が軍部による政治主導に対し否定的な立場を明
▶▶▶ 44
らかにすることにより、青年団に悪影響が出ることを憂慮したためだという［下村　1992：186⊖
187］。それは同時に盟友・後藤との決別を意味し、後藤主導による青年団の、いわば大政翼賛機構
化に対する強烈な抵抗の意思表示でもあったといえる。
4．おわりに
　本稿では、司馬遼太郎の青年団をめぐる評価を手掛かりに、その時代的役割を振り返ってきた。
この結果、それまで「惣村」に起源をもつ集落を限度とした人々の「公」の範囲が、国家へと接続
する媒体の役割を担ったのが青年団だとする司馬の評価は、通時的にはその実相を正しく表現した
ものとはいえないことがわかってきた。
　司馬の見立てとは裏腹に、日本青年館設立当初の青年団は、むしろ近代化の必然としてもたらさ
れた在来の若衆組織のもつ自治機能を回復させ、その結果として、それらが伝承を担ってきた多種
の「民俗」を後世へと引き継ぎ、あるいは保存させる役割を果たしたのだと評価できる。それが司
馬の想定したような性格のものとして変質したのは、政党政治崩壊後の国家総動員体制の構築が契
機とみられる。いうまでもなく、そこには日本青年館設立時から青年団運動に関与してきた後藤文
夫の入閣と、彼が官製化を進めた選挙粛正運動があった。これは、青年団はあくまで地域での自律
性を保った「政治教育」の場であり、組織としての青年団は現実政治との間に一定の距離をとるべ
きだとした田沢の考え方とは異なるものであり、むしろ後藤が進めた官製選挙粛正運動は、青年団
の国策機構化を促進する契機になった。
　なお、本報告書の他の論考でも言及されているが、日本青年館による各地の郷土資料の収集作業
は、田沢が理事長職を退いたのを機に一気に下火となる。これは、後藤が現職の理事長のまま入閣
したことで、国策と青年団活動とが事実上一体となってしまったこととともに、トップの志向性如
何によって、組織全体がいかようにも方向付けられてしまうことを示しているといえる。
　こうした状況を日本的な事大主義的事象と見立てるのは早計だが、本来は在来の若衆組織の自律
性を評価し、かつ普通選挙導入にあたり有権者が自律的な政治判断を行なうための教育の場として
機能してゆくはずであった青年団が、その当初の目的とは別方向へと進まざるをえなかった歴史か
らは、私たちは多くを学べるはずである。この点は、すでに国策機構化した時代に青年団員として
過ごした者の中から、戦後に既存の政治的しがらみとは無縁の政党政治家が多数輩出したという事
実とあわせ、今後の青年団史／近代政治史研究の課題となるであろう。
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